
第
二
条
の
三
十
一
の
表
第
二
条
の
六
第
三
項
第
二
号
の
項
及
び
第
二
条
の
十
二
第
一
項
の
項
中「
第
二
条
の
十
九
」

を
「
第
二
条
の
十
九
第
一
項
」に
改
め
、同
表
第
二
条
の
十
四
第
一
項
の
項
中

法
第
四
条
の
二
第
五
項

「
第
二
条
の
二
十
六

財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
限
度

額
変
更
申
告
書

法
第
四
条
の
三
第
五
項

第
二
条
の
三
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
二

十
五

財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
限
度
額
変
更
申
告
書

」
を

財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
限
度

額
変
更
申
告
書

財
産
形
成
非
課

「

令和年月日 水曜日 (号外特第号)官 報

第
二
条
の
十
八
第
一
項
中
「
。
次
項
」
の
下
に
「
及
び
第
四
項
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
次
条
」
を
「
次

条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
次
条
」
を
「
次
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
申

告
書
（
」
の
下
に
「
次
項
及
び
第
六
項
並
び
に
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
の
規
定
に
よ
る
」
を「
に
規
定
す
る
」

に
、「
の
移
管
」
を
「
に
関
す
る
事
務
の
全
部
の
移
管
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に

次
の
三
項
を
加
え
る
。

４

財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
申
告
書
を
提
出
し
た
個
人
に
つ
い
て
、
そ
の
提
出
後
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
者
の
勤
務
先
の
長
は
、
当
該
個
人
の

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
に
関
す
る
異
動
申
告
書
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
各
号
に
掲

げ
る
事
由
が
生
じ
た
旨
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
区

分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
融
機
関
の
営
業
所
等
（
当
該
勤
務
先
が
事
務
代
行
団
体
に
勤
労
者
財
産
形
成
住

宅
貯
蓄
契
約
に
係
る
事
務
の
委
託
を
し
て
い
る
特
定
賃
金
支
払
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
委
託
に

係
る
事
務
代
行
先
及
び
当
該
各
号
に
定
め
る
金
融
機
関
の
営
業
所
等
）
を
経
由
し
て
、
そ
の
者
の
住
所
地
の
所
轄

税
務
署
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
個
人
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生

じ
た
こ
と
に
よ
り
提
出
す
べ
き
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
に
関
す
る
異
動
申
告
書
を
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り

そ
の
者
の
住
所
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
た
も
の
と
み
な
す
。

一

第
一
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
事
由

同
項
の
金
融
機
関
の
営
業
所
等

二

第
一
項
第
二
号
の
事
由
の
う
ち
賃
金
の
支
払
者
又
は
勤
務
先
の
所
在
地
の
変
更
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
第

二
項
に
規
定
す
る
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
に
関
す
る
事
務
の
全
部
に
つ
い
て
同
項
の
移
管
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ

た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
勤
務
先
が
、
当
該
個
人
の
当
該
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
に
つ
き
引
き
続
き
移
管
先
の
営

業
所
等
に
お
い
て
法
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と

第
二
項
の
移
管

前
の
営
業
所
等

５

前
項
の
書
類
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
融
機
関
の
営
業
所
等
に
受
理

さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
書
類
は
、
そ
の
受
理
さ
れ
た
日
に
同
項
に
規
定
す
る
税
務
署
長
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み

な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

６

第
四
項
の
勤
務
先
の
長
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
に
関
す
る
異
動
申
告
書
の
提
出
に

代
え
て
同
項
の
書
類
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
当
該
書
類
の
提
出
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
こ
と

に
よ
り
同
項
の
個
人
（
既
に
当
該
事
由
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
に
関
す
る
異
動
申
告

書
を
提
出
し
て
い
る
者
を
除
く
。）の
全
て
が
提
出
す
べ
き
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
に
関
す
る
異
動
申
告
書
に

つ
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
十
九
中
「
こ
の
条
又
は
」
を
「
こ
の
項
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
書
類
の
」
を
「
申
告
書
及

び
書
類
の
同
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

２

財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
申
告
書
を
提
出
し
た
個
人
に
つ
い
て
、
そ
の
提
出
後
、
前
の
勤
務
先
か
ら
他
の
勤

務
先
へ
の
異
動
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
異
動
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
他
の
勤
務
先
の
長
は
、
前
の
勤
務
先
が
そ
の
者
の
勤
務
先
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た

日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
当
該
個
人
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄

の
勤
務
先
異
動
申
告
書
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
異
動
が
あ
つ
た
旨
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し

た
書
類
を
、
同
項
の
金
融
機
関
の
営
業
所
等
（
当
該
他
の
勤
務
先
が
事
務
代
行
団
体
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯

蓄
契
約
に
係
る
事
務
の
委
託
を
し
て
い
る
特
定
賃
金
支
払
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
委
託
に
係
る

事
務
代
行
先
及
び
当
該
金
融
機
関
の
営
業
所
等
）
を
経
由
し
て
、
そ
の
者
の
住
所
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
個
人
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
提
出
す
る
財

産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
の
勤
務
先
異
動
申
告
書
を
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
住
所
地
の
所
轄
税
務
署
長

に
提
出
し
た
も
の
と
み
な
す
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
異
動
が
、
前
の
勤
務
先
に
係
る
賃
金
の
支
払
者
か
ら
出
向
そ

の
他
の
前
の
勤
務
先
に
係
る
賃
金
の
支
払
者
に
係
る
勤
労
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
る
異
動
を
命
じ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
又
は
前
の
勤
務
先
に
係
る
賃
金
の
支
払
者
の
事
業
の
譲
渡
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

３

前
項
の
書
類
が
同
項
の
金
融
機
関
の
営
業
所
等
に
受
理
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
書
類
は
、
そ
の
受
理
さ
れ
た
日

に
同
項
に
規
定
す
る
税
務
署
長
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項
後
段
の
規
定

は
、
適
用
し
な
い
。

４

第
二
項
の
他
の
勤
務
先
の
長
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
の
勤
務
先
異
動
申
告
書
の
提

出
に
代
え
て
同
項
の
書
類
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
当
該
書
類
の
提
出
は
、
そ
の
異
動
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
場

合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
同
項
の
個
人
（
既
に
当
該
異
動
に
つ
い
て
の
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
の
勤
務

先
異
動
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
者
を
除
く
。）の
全
て
が
提
出
す
る
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
の
勤
務
先
異
動

申
告
書
に
つ
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
二
十
第
五
項
中
「
の
事
務
」
を
「
に
関
す
る
事
務
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
十
一
第
三
項
中
「
の
長
に
対
し
」
を
「
に
対
し
」
に
、「
の
長
を
通
じ
て
」
を
「
を
経
由
し
て
」
に
改

め
る
。

第
二
条
の
二
十
二
第
一
項
中
「
の
事
務
」
を
「
に
関
す
る
事
務
」
に
、「
者
（
以
下
こ
の
条
」
を
「
者
（
以
下
こ
の

項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
に
規
定
す
る
」
に
、「
の
移
管
」
を
「
に
関
す
る
事
務
の
全

部
の
移
管
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
十
五
第
二
項
中
「
と
き
又
は
」
を
「
と
き
、
又
は
」
に
、「
第
二
条
の
十
九
」
を
「
第
二
条
の
十
九
第

一
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
第
二
条
の
二
十
第
一
項
」
に
、「
と
き
若
し
く
は
」
を
「
と
き
、
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同

条
第
四
項
中
「
勤
務
先
の
長
」
を
「
勤
務
先
」
に
、「
又
は
退
職
等
に
関
す
る
通
知
書
」
を
「
、
第
二
条
の
十
八
第
四

項
若
し
く
は
第
二
条
の
十
九
第
二
項
の
書
類
又
は
退
職
等
に
関
す
る
通
知
書
」
に
改
め
、「
こ
れ
ら
の
申
告
書
」
の
下

に
「
又
は
書
類
」
を
加
え
、「
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
」
を
「
こ
れ
ら
の
申
告
書
又
は
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録

し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式

で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お

い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
書
類
」
の
下
に
「
又
は
当
該
通
知
の
内
容
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
」

を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
長
は
」
の
下
に
「
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
」
を
加
え
、「
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
は
」
を
削
り
、「
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
」
を「
こ
れ
ら
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
」

に
、「
及
び
第
二
条
の
十
九
第
二
号
に
規
定
す
る
」
を
「
並
び
に
第
二
条
の
十
九
第
一
項
第
二
号
の
」
に
、「
に
規
定
す

る
送
付
の
」
を
「
の
送
付
が
」
に
、「
同
号
の
書
類
の
」
を
「
申
告
書
及
び
書
類
の
同
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
の
長
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

第
二
条
の
十
八
第
四
項
又
は
第
二
条
の
十
九
第
二
項
に
規
定
す
る
税
務
署
長
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

る
書
類
の
提
出
を
し
た
場
合

こ
れ
ら
の
書
類

第
二
条
の
二
十
五
の
二
中
「
の
長
」
を
削
る
。

第
二
条
の
二
十
八
第
一
項
中
「
の
長
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
金
額
は
、」の
下
に
「
同
号
に
規
定
す
る
年
金

の
」
を
加
え
、「
応
じ
、」を
「
応
じ
」
に
改
め
る
。


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